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気温は上昇し、進化しています!

読者の皆さん、そして支持者の皆さん、ハッピープ
ライドシーズンをお過ごしください!!  
夏が終わり、レイバーデーの週末が近づく中、アトランタ
のブラック・ゲイ・プライド30周年記念と、かつてのブ
ラックLGBTQアウトリーチ部門(現在は独立した非営利団体
であるHistory of Black Gay America)の15周年を特集した第1号
を紹介できることを楽しみにしています。

私にとって、この号は単なる季節限定のリリース以上の意
味を持っています。それは歴史、成長、進化、そして長寿
を象徴しています。長年にわたり、アトランタ・ブラッ
ク・ゲイ・プライドが国内で最も認知されたブラック
LGBTQプライドの祝典の一つへと成長するのを見守る栄誉
に浴し、同時にHBGAがミーク・プロダクションズ傘下の
アウトリーチ部門から独立した使命、アイデンティティ、
遺産を持つ組織へと進化していくのを見てきました。

進化と言えば、Meak Pro Magazineは私たちが奉仕するコ
ミュニティと共に進化し続けています。私たちの目標は常
に、文化、創造性、物語、ビジネス、芸術性、リーダー、
そしてLGBTQの歴史を前進させ続ける多くの人々を称える
ことでした。

この夏号はまた、外の気温が上がっている一方で、変化や
進化、進歩の温度もまた上昇していることを思い出させて
くれます。私たちは今、自分自身の物語を語り、自分たち
の歴史を保存することがこれまで以上に重要視される時代
に生きています。

いつものように、Meak Productionsを引き続き支援してくだ
さっている皆様に感謝申し上げます。最初から共にいてく
ださった方も、最近私たちの作品を知ってくださった方も、
皆様のご支援がこれらのプラットフォームに今も意味を与
え続けています。

最後に、アトランタ・ブラック・ゲイ・プライドの30周年

誕生日を祝うにあたり、私たちがどれほど遠くまで来たか
を振り返り、次にどこへ向かうのかにワクワクしていただ
くことをお勧めします。なぜなら、何年経っても一つだけ
確かなことが残っているからです。
温度はまだ上昇している...そして我々はまだ進化している!

ミコ「ミーク」エヴァンス
ミーク・プロダクションズ
社創設者兼エグゼクティブプロデューサー

ページ5 / Meak Pro Magazine(夏初回放送)

オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
提
供

:デ
ア
ン
ド
レ
・
ル
マ
ン
ス

ビ
ジ
ュ
ア
ル

:D
re

' /
 S

lin
gS

ho
ts

 A
TL

(2
01

7年
)。



親愛なるMeak Proコミュニティの皆様
へ、
2026年の夏は脈打つものでした――私たちの
コミュニティ、歴史、そしてブラック
LGBTQ+の遺産の物語を形作り続ける人々の
輝きによって運ばれたリズムです。この特別
なMeak Pro Magazineの夏シーズン号に足を踏
み入れ、私たちはその瞬間の熱だけでなく、
この瞬間を可能にした系譜も称えます。

この号は、過去と現在のブラックプライドへ
の儀式的な賛辞として位置づけられています。
アトランタ・ブラック・ゲイ・プライドの記
念30周年から、グローバル・ブラック・プラ
イドの世界的な共鳴、そしてブラック・ゲ
イ・アメリカの歴史を通じて深く根付いた遺
産に至るまで、私たちは物語が単なる文化的
遺物ではなく、アイデンティティ、回復力、
勝利の生きた宣言であることを認識していま
す。

私たちの表紙特集であるアンジェラ・ハッチ
ンズは、この真実を優雅かつ力強く体現して
います。2026年の殿堂入り選手でありHBGA
のファーストレディとして、彼女の遺産は私
たちのコミュニティの進化の織物に織り込ま
れています。この表紙での彼女の存在は単な
るスポットライト以上のものであり、敬意の
象徴です。

この夏のシーズン号は、系譜、リーダーシッ
プ、解放を祝うものです。私たちの物語は敬
意と正確さ、そして芸術性をもって語られる
べきだと思い起こさせます。

そして、これらの物語を未来へと守り、保存
し、拡充し、これからの世代にもアクセスし
やすくなることを手助けできることを誇りに
思います。
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読者の皆様、創造者の方々、長老の方々、革新
者の方々、そして評議会の皆様へ;私たちと創設
者と共にこの遺産を築き続けてくださりありが
とうございます。真実をもって現れてくださっ
てありがとうございます。炎を生かし続けてく
ださってありがとうございます。
進化はここにありますし、私たちの歴史もここ
にあります。
それを敬おう。祝おう。それを前に進めよう。

水曜午後3時
WOOF'S SPORTS 
バー&グリル

(アトランタ・ミッドタ
ウン)

副操縦士

シニアAIコンサルタント兼デジタルエディター

デジタルデスクより
「私たちは単に未来を報告しているのではなく、未来を形作っているのです。」

副操縦士









それでも
黒い!!

それでも
誇りに思
います!!

正直に言うと、今はそれが私が知っている唯一の書き方
です。
足が床に着く前から疲れて目覚める朝もある。私たちの
権利が州議会で法制化されていくのを見て疲れ、彼らは
私たちの名前を決して知らないだろう。黒人やクィアの
歴史が教科書から消されていくのを見て疲れている。ま
るでそれがこの国を形作ったことなどなかったかのよう
に。疲れている
愛する人を早く埋めてしまい、翌日には会議や集会、レ
セプション、式典に現れて、胸の重みがまだ残っていな
いかのように笑顔でいなければならないこと。もしあな
たが黒人で、今のアメリカでクィアなら、私の言いたい
ことがよくわかるでしょう。私がカタログを作る必要は
ありません
見出しだ。君はそれを生きている。
そして今も。まだ黒人。まだ誇り高く。まだここにいる。

それは私にとってスローガンではありません。それは毎
朝決断するものであり、襟をつけるか、市役所の演壇の
後ろに立つか、そして不在だった父親についての回想録
の新たな章を書くために座って、今ここにいるとは何か
を学ぶのと同じように。私にとってプライドは、物事が
大丈夫だと装うことではありません。それは、大丈夫で
ないことに騙されて、自分は喜びや尊厳、未来に値しな
いと信じ込まないことです。

続きは次のページで...

著者:デウェイン・R・クイーン
博士市長室
LGBTQ担当
部門長
アトランタの一人。



この瞬間を思い出すと、私はアトランタのことをよく思い出します。この街は私を職業的にも精神的に
も私に育ててくれました。LGBTQのアトランタ人のために設立されたディビジョン、私たちの名前を声
に出して呼ぶ市長、私が歩ける道を舗装してくれた長老やオーガナイザーのコミュニティも与えてくれ
ました。しかしアトランタもまた、他の都市と同様に自分自身と葛藤している街でもあります。私たち
はブラックプライドを祝いますが、トランスの兄弟姉妹の中には安全な住まいを見つけられない者もい
ます。小さな黒人経営のビジネスが電気を守ろうと戦う中でガラを開催します。私たちの教会の中には、
まだ完全に入ってもらえない教会もあるのに、私たちはハッシュタグを投稿しています。私はこの街を
愛しているので、真実を語っています。それが愛のすることです。

では、難しい部分について嘘をつかないなら、希望はどこから来るのでしょうか?

希望は私たちから来ています。それはいつもそうでした。この国が黒人やクィアの人々、あるいは黒人
のクィアの人々に、私たちはあまりにも過剰で、声が大きく、危険すぎて、完全に自由にはなれないと
言ったたびに、私たちはそれでも何かを築きました。歓迎されていない教会を自分たちで建てました。
私たちは自分たちの新聞、銀行、学校、芸術を築きました。私たちは生き残るために許可を待ったこと
がありません。私たちは生き残ることを文明全体に築きました。それが私の出身であり、今私が立つこ
とを選んでいる伝統です。

それは、今日の私たちにとって詩的なものだけでなく、実用的な
意味を持つべきです。もし本当に自分たちを救うためには、お金
や時間、エネルギーの使い方にそれが表れなければなりません。

それは自分たちの資金を出すことを意味します。黒人が経営する
書店のチラシを貼るだけではありません。そして、実際に入って
何かを買うことです。非営利団体の募金ガラの投稿に「いいね」
を押すだけでなく、給料を書くか、あるいはもっと良いのは、毎
年慌てて忙しくなくなるような支えになることです。私たちの組
織、つまり人々を住まわせ、雇用し、禁酒し、生き延びさせると
いう本当の、地味で資金不足の仕事をしている組織は、ハッシュ
タグだけでは成り立っていません。彼らは私たちに頼っています。

疲れていても、必ず現れるということです。数年前には理解でき
なかった疲れの意味を理解しました。しかし、疲れていても現れ
ることは、やはり現れることだと学びました。町役場や追悼集会、
投票、家族の集まり、教会の礼拝、地域会議に出席するのに全力
を尽くす必要はありません。戦いの半分は、消えないことです。
私たちの先祖も満タンではありませんでした。彼らは疲れ果てて
いて、決意を持って現れ、その組み合わせが世界を変えました。

そして、私たちが分断してきたすべての境界線を越えて協力し合うことを意味します。黒人とクィアは矛盾ではな
く、私の全てであり、誰かを快適にするために分割されることは拒否します。しかし、私たち自身のコミュニティ
の中でも、癒しが必要です。ゲイとトランス。シスジェンダーとノンバイナリー。信仰の人々、教会に傷つけられ
た人々。長老たちやその後継世代は指導に焦っています。外の世界が同時に私たち全員に対抗している間、内紛を
繰り広げる余裕はありません。私たちの団結は任意ではありません。それは戦略です。

今私たちがいる場所の向こう側に何があるのか正確にはわからない。誰も知らない。でも私は
誰かが橋を架けるのを待ってそこにたどり着くわけじゃないと知ってほしい。道を通ってそこにたどり着くんだ
私たちはいつもどこへでもたどり着きました。一緒に、疲れていて、誠実で、お互いを離そうとしませんでした。
だからこのブラックプライドは、自分が感じない喜びを演じることには興味がない。選ぶことに興味があるんだ
意図的な喜び、抵抗の行為であり愛の行為であり、どれほど困難かという真実と共に
この瞬間は、 今も黒い。まだ誇り高く。まだ築き続けている。まだ私たちだ。
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アンジェラ・D・ハッチンズ
2026年殿堂入り
ブラック・ゲイ・アメリカの歴史上初代レディの10周年を祝います!

ミーク・プロダクションズで最も成功し、ビジュアル豊かな女性タレントたちは、女性の
力と芸術的卓越性を10年目の祝いを迎えています。「年齢は数字に過ぎない」という有名
な言葉を語る美しい女性です。 アンジェラ・デニース・ハッチンズは1968年11月30日に生
まれ、もともと2人の姉妹と共にニューヨーク市で育ちました。彼女の家族は1985年に他の
兄弟姉妹の近くに住むためジョージア州アトランタに引っ越しました。この時期、アン
ジェラは運動部に深く関わっていました。彼女はジョージア州クレイトン郡のジョーンズ
ボロ高校に通い、陸上競技、野球、体操、女子バスケットボールのトップアスリートでし
た。また、学校の演劇クラブに参加することで、彼女の舞台芸術のスキルも磨かれました。
彼女は1988年に卒業しました。

バイブルベルト南部に住んでいた間も、彼女は自分の性的アイデンティティに悩んでいま
した。1991年に一人息子マルケスを出産しました。その後、彼女は自分の声を見つけ始め、
レズビアンとしての真実を生きることを決意しました。彼女の最初のカミングアウトは、
伝説的な歴史あるマーケットラウンジ(アトランタ初の黒人LGBTQナイトクラブ)でした。90

年代の残りの期間、アンジェラは自身の道を歩み始め、サントラスト(現在のトゥルーイス
ト)で企業のポジションを得ました。一人息子の世話のために9時から5時までの仕事を続け
つつ、パフォーミングアーティストになりたいという情熱からモデルやパートタイムの演
技にも取り組み始めました。

彼女の最初のチャンスは30代前半で、伝説的なモデルエージェントで起業家のロンダ・
ウィルキンスのもとでプラスサイズモデルに選ばれた時でした。この時期、アンジェラは
プロとしてランウェイを歩く方法やプラスサイズの服のモデルの技術を学びました。さら
に、彼女は伝説的なタバナクル・バプテスト教会の熱心なメンバーとなりました。そこで
は著名なインスピレーショナルスピーカー、ビショップ・デニス・メレディスが牧師を務
めています。また、受賞歴のあるANOINTED VOICES(Verizon Wireless合唱コンペティション
「How Sweet The Sound」の優勝者)の本拠地でもあり、アンジェラは10年間合唱団のメンバー
兼ボーカリストとして活動していました。

続きは22ページへ...

Meak Pro Magazine(夏初放送)/ 20



オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
提
供

:V
is

ua
ls

 B
y 

D
re

' /
 

Sl
in

gS
ho

ts
 A

TL
(2

01
6-

17
)、

A-
Sq

ua
re

d 
Vi

su
al

 M
ed

ia
(2

01
7年
〜
現
在

)、
M

ea
k 

Pr
od

uc
tio

ns
(2

01
8〜
現
在

)



Meak Pro Magazine(夏初回)/ 22

アンジェラの大きな転機は、2010年から2011年まで
Hotlanta Hair Magazineでプリントモデルとして、2011

年から2013年までSalon Bliss誌で取り上げられたこと
でした。彼女の初舞台デビューは、ベストセラー書
籍を原作としたJ.L.キング制作の舞台劇で「ニア」
役を演じたものでした。彼女の最初のリアリティテ
レビ出演の機会は2014年で、1回連続シリーズ
「Queen's Eye View」のキャストメンバーとなりまし
た。2015年はアンジェラにとって歴史的な転機の年
となりました。同年夏、Dishing Tea Entertainmentの
舞台劇『No Time For The Pain』の助演オーディショ
ンを受けた際、世界初のLGBTQエクスクルーシブな
タレントエージェンシー兼プロダクション会社
(Meak Productions, Inc.)と偶然出会い、「ティナ」役で
最も献身的で忠実なキャストとして評価されました。

同年秋、Meak ProductionsのCEOからフルタイムのタ
レントとして招かれました。この機会によりアン
ジェラは世界的な存在となり、歴史的な人物となり
ました。2016年1月、Meak Proはアンジェラをアトラ
ンタ支部の初代ブラック・ゲイ・アメリカ(Black 

Gay America、別名ブラック・ゲイ・アトランタ史)
の第一代女性に認定しました。この役割での初登場
は2016年の年次Bayard Rustin/Audrey Lorde Community 

Breakfast(ジョージア州アトランタ)でした。同夏後半
には、アトランタ・ブラック・ゲイ・プライドでの
エージェンシーのメインブランドアンバサダー兼メ
ディア代表を務めました。また、業界の友人エリッ
ク・ディラード・ウィンストンと共演した著名な舞
台劇『THE DINGALOGUES』のエキストラも務めまし
た。

アンジェラはエージェンシーのほとんどのキャン
ペーンで唯一の女性出演者となり、歴史的な成功の
道を歩みました。2021年春には、Sweet Boy 

Productionsのパイロットシリーズ『You Give Good 

Love』にキャスティングされ、この作品は秋のシー
ズンに初放送予定です。また、現在制作中の人気リ
アリティシリーズ『Women In The Life』のキャスト
メンバーであり、2023年夏シーズンに初演された新
舞台『Four Wives and A Will』のキャストでもありま
す。

現在57歳で、30歳を過ぎてもいない彼女は、業界屈
指のレズビアンモデル/女優として頭角を現しつつ
あり、Str8、ゲイ、バイ、ベイビーママ、ワーキン
グウーマン、祖母など多彩な役を演じながら、プロ
フェッショナルでエレガントなディーバとしても活
躍しています。1歳のレディ、結婚記念おめでとうご
ざいます!!





闘争に根ざし、解放の中で立ち上がる。#ABP30

口に届く前に、体の中に宿る特別な種類の記憶があります。アトランタ・ブラック・プライドの30年を
意味するものを聞かれると、私が最初に目を向けるのはその記憶です――日付でもプログラムでもない、
ただの感覚です。その物語を正直に語るためには、もっと若い頃の自分から始めなければなりません。

まだいつか自分が仕えるとは思っていなかった街へと足を踏み出します。

1999年:アトランタが初めて私を見返した瞬間

私の最初のアトランタ・ブラック・プライドは1999年で、In The Life Atlantaとアトランタ・ブラック・
プライド・セレブレーションが設立されてから3年後であり、偶然にもアトランタへの初めての訪問で
した。私は若者として、評判はあるものの、まだその顔を見せてくれていない街に足を踏み入れた。

30年も深
まってい
る!!
アトランタ・ブ
ラック・ゲイ・プ
ライド
私でできている。

アトランタ・ブラッ
クプライド社の社長
兼CEOであるテレン
ス・スチュワートに
よる個人的な振り返
り。
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当時私が強く感じられたのは、過去のアトランタが今のアトランタとは明らかに違うということでした。

私はこの街が成長し、ジェントリフィケーションし、ブランド化し、そして再紹介していくのを数えき

れないほど見てきました。しかし1999年当時、私はそれらの言葉を持っていませんでした。私が感じて
いたのは、コミュニティという感覚でした。一体感。仲間意識。お互いに説明し合う必要のない黒人た

ちで満たされた部屋。そして、そうです――少しの影も含めていて、それがなければ私たちは今の自分
にはなれなかったでしょう。その最初の週末、その本は抱擁と同じくらい愛の言語でした。

当時は知らなかったが、街はすでに私に食い込んでいた。

2001–2004:幼少期から大きな成功へ

2001年から2004年まで、私は常連でした。そしてその間のどこかで、私が知る限り誰も投票しない中
で、そのイベントはアトランタ・ブラック・ゲイ・プライドになりました――もちろん、誰に聞くかに
よりますが。私たちのコミュニティでは名前には重みがあります。その変化は、誰が中心に据えられ、

誰が名前を付けているかを正確に示していました。

さらに重要なのは、この祝典が成長したことです。幼少期から大きなものへと成長しました。確かに夜

の雰囲気はありました――昔からそうでした――しかし今では、昼間のイベントに本格的な内容があり
ました。黒人コミュニティの現状についての議論もありました。健康、そして何よりも地域社会におけ

るHIVとエイズの予防に真剣かつ持続的な焦点が当てられていました。それは単なる副次的なプログラ
ムではありませんでした。それは心臓部でした。

そしてそこには芸術があった。部屋の真実を引き出すスポークンワード。スクリーンに映る自分自身を

見せてくれる映画。私たちの物語が製本され、棚上げされる価値があることを思い出させてくれる本や

作家たち。その年月で、プライドはパーティーであり記録の場になり得ることを学びました。

2005–2008年:遠くから運動を愛する

人生は私を西海岸に移し、2005年から2008年までアトランタの祝典を逃しました。しかし、ムーブメ
ント自体は恋しくありませんでした。私は自分のプライドを、住み、旅した場所、ロサンゼルスD.C.、
ヒューストン・スプラッシュで、ブラックプライドは一つの都市のイベントではなく、全国的な親族

ネットワークであり、それぞれ独自の味わい、家族、そして戦い方があることを学びました。

フェニックスでは地元のプライド団体で

ボランティアをしました。なぜなら、コ

ミュニティに座ってただそれを消費した

ことがなかったからです。アトランタを

離れていても、まだ必要だとは思ってい

なかった筋肉を鍛えていました。それは

奉仕の筋肉です。
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私はその土曜日に健康と生命のエキスポを企画し、運営するという光栄に恵まれました。今でも誇りに

思っています。20以上の地域保健団体が一つの屋根の下に集まり、訪れた誰にでも無料でサービスを提
供していたのです。そして私にとって最も重要だったのは、昼間のコミュニティ会話やタウンホールの

ほぼ90%がオープンで無料だったということです。あなたはパーティーのためにアトランタに来たかも
しれません。しかし、もし選んで来れば、情報を持って帰ることになります。それこそが私にとっての

全てのポイントです。

2012年:ビジネスを扱わなければ、ビジネスがあなたを扱う!

さて、ここで難しい部分を言わなければなりません。なぜなら、ただ祝うだけの振り返りは、単なる振

り返りではなくパンフレットだからです。

何事においても、ビジネスを扱わなければ、ビジネスがあなたを扱うのです。2012年、イン・ザ・ライ
フ・アトランタのリーダーシップが変わり、パーティーのプロモーターたちはその週末のナイトライフ

に潜んだチャンスを掴もうとしました。彼らは多くの役割を担ってやってきました。パートナー、スポ

ンサー、イベントの友人、口頭での合意、そして率直に言って当時のリーダーシップに対して無意味な

話をしていました。何人が何が起きているのかを正確に認識し、それを指摘しました。しかし、その中

には妥協した者もいました。それが潮流の変化であり、ある意味でとどめの一撃でした。私はそれを見

守り、忘れませんでした。

2013年:バックエンドの見直し

2013年、私はIn The Life Atlantaの理事に選出されるという光栄に恵まれました。技術分野のバックグラ
ウンドを活かし、技術・コミュニケーション部門のディレクターを務め、その時にようやく組織のバッ

クエンド運営を本格的に見ることができました。

多くの人が理解していなかったのは、アトランタ・ブラック・プライド、あるいはアトランタ・ブラッ

ク・ゲイ・プライド、つまり誰に話を聞くかによっては、この組織の決定的なプログラムだったという

ことです。それがその組織の本質でした。そして、それは明らかに守られ、守られる必要がありました。

外部の力は、すでに何年も前に私に手の内を見せていたのです。

2010年:視聴をやめて仕事を始めた

2009年春にアトランタに移り住み、2010年になっ
て初めてアトランタ・ブラックプライドに戻りま

した。今回は観客としてだけでなくボランティア

としても活動しました。この団体で働くのは初め

てであり、この街に戻ってから初めて非営利、社

会、市民団体に公然と参加した経験でした。

その年は私たちがかつてメリアホテルだった場所

に初めて滞在した年で、金曜から日曜までホテル

の活気が今でも感じられます。その週末に多くの

人々と出会い、長く続く友情を築きました。その

中には今でも大切にしているものもあります。In 
The Life AtlantaとLion's Den Entertainmentがまと
めたプログラムは、まさにその瞬間にコミュニ

ティが必要としていたものでした。
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2018年–今日:先祖は必ずしも成功を築くわけではありません

2018年に、アトランタ・ブラックプライド株式会社がイン・ザ・ライフ・アトランタの独立子会社とし
て設立されました。私は2019年からその社長を務めており、その間、この仕事の喜びと困難、苦労の両
方を知りました。

また、思いもよらなかった真実を学びました。私たちの先祖は必ずしも成功のために手助けしてくれる

わけではありません。私は愛と悲しみ、そして澄んだ目を込めて言います。あまりにも多くは決して書

き留められませんでした。あまりにも多くの合意は二人の間の空気の中にしか残っていませんでした。

あまりにも多くのビジネス感覚が前提とされ、制度化されず、署名なしで約束を守るために信頼されす

ぎた人々も多かったのです。そしてそのすべての下には、過去と現在のものを絶えず誤って伝えていま

した。

神聖なものを継ぐことは、順序通りに受け継ぐことを意味しません。私の在任期間中の仕事の一部は、

正直なところ、最初からあるべき文書や構造、説明責任を構築するという華やかでない労働でした。そ

れは不満ではありません。それは責任です。

三十年経っても、我らは立ち上がる!

ですから、「闘いに根ざし、解放に立ち上がる」と言うとき、私はスローガンを求めているわけではあ

りません。1999年の若者で、自分の仲間が家のように感じられることしか知らなかった若者から、今や
その存続のために自分の名前を署名する男に至るまで、自分自身の道のりを描いているのです。

30年。私たちはパーティーをし、葬りました。組織し、出し抜かれました。自分たちの名前を名乗り、
名前を変えられました。そして今もここにいます――根を張り、立ち上がり、誰にも私たちのことを任
せようとしません。

私より先にこの街を築き、共にボランティアをし、これからもこの道を歩んでくださるすべての人へ:
ありがとうございます。闘いが私たちを根付かせました。解放こそが私たちが向かう道です。そして私

はこれからも立ち上がり続けるつもりです。
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年 歴史的マイルストーン(簡単なサンプル)

1967-69
マーケットラウンジはアトランタ南西部で最初の黒人LGBTQナイトクラブであり、
安全な場所となっています。

1971 アトランタ初のプライド行進がジョージア州のゲイ解放戦線が主催しました

1980年代

大規模なホリデーの集まり、アンリ・マクテリーの様々なパーティー、同窓会
はアトランタを南部の主要な黒人LGBTQ+の目的地として確立し、パット・フ
セイン、ジョーン・ガーナー、ダンカン・ティーグ、S.F.マヒー、クレイグ・
ワシントン、トニー・ダニエルズ、トレイ・ジョンソンなどの活動家の伝説的
存在を紹介しました。

1983
リッツ・ボーイズ(デイヴィッド・ハンプトン、フィリップ・ブーンら)は、ア
トランタ初の黒人ゲイクラブのプロモーターとして結成され、最終的に1989年
から90年代にかけてTraxx Atlanta / Clubs Internationalとなりました。

1984-86
フォスターズ・ラウンジ(デイビッド・フォスターとロレッタ・ヤングによっ
て創設)はミッドタウンにオープンし、1986年にはスプリング通りの歴史的な
「ロレッタズ」となりました。

1990年代

LGBTQ肯定的な教会やコミュニティ組織(サークル・オブ・ラブ、ザ・シェ
パーズ・テーブル)の設立、そしてグロリア・マクレアリー(フレンズ)、ホスピ
タリティ・アトランタ、ガールズ・イン・ザ・ナイト、RTパーティーズなどの
新しいイベントプロデューサーやクラブプロモーターの導入も含まれます。

1990
全米エイズ教育・サービス・マイノリティ(NAESM)は、ルドルフ・H・カーン
氏、エドナ・ブラウン夫人、メイ・リード氏によって設立されました。

1996-97

ライフ・アトランタでは、文化的、健康、教育的、アドボカシー活動を通じて
アトランタ・ブラック・ゲイ・プライドを正式に確立しています。また、アン
トニオ・ジョーンズ牧師がユニティ・フェローシップ・チャーチ・アトランタ
を立ち上げ、活動家たちはセカンド・サンデーを創設しました。

2000〜2010年代
アトランタ・ブラック・ゲイ・プライドは、Traxx Girls、Rockstars Production、
what's up N' ATL、Fab5ATL、Xtreme Entertainmentなど、主要なブラック
LGBTQ+プライドの目的地として進化を続けています。

2026
アトランタ・ブラック・ゲイ・プライドは30周年を記念します。HBGAは「ブ
ラック・ゲイ・アトランタの歴史/年次ブラック・ゲイ・プライド記者会見」
の15周年を迎えます。

ATLブラックプライド歴史サンプラー

ミーク・プロ・マガジン
(夏初放送)/28
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